
議
員

新
世
紀
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
本
市
は
平
成
十
三

年
度
、
積
極
的
に
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
厳
し

い
財
政
運
営
で
は
あ
る
が
、

平
成
十
三
年
度
決
算
全
体
の

考
え
方
と
財
政
健
全
化
へ
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

平
成
十
三
年
度
は
、

企
業
業
績
の
好
転
に
よ
る
市

税
収
入
の
伸
び
や
、
記
念
競

輪
開
催
で
の
競
輪
事
業
収
入

の
増
は
あ
っ
た
が
、
地
方
交

付
税
制
度
の
改
正
で
普
通
交

付
税
の
不
交
付
団
体
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
全
体
的
に

は
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ

た
。
こ
の
状
況
下
、
相
模
川

馬
入
堤
内
地
整
備
事
業
な
ど

に
着
手
し
、「
新
世
紀
ひ
ら

つ
か
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
年

と
し
て
、
市
民
が
誇
り
を
も

て
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

き
た
。
財
政
の
見
通
し
と
し

て
は
、
普
通
会
計
に
お
け
る

市
債
残
高
は
ピ
ー
ク
時
か
ら

約
一
三
〇
億
円
減
少
し
、
平

成
十
六
年
度
決
算
で
は
公
債

費
負
担
比
率
を
一
二
％
未
満

に
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
景
気
停
滞
に
よ
る
市

税
収
入
の
伸
び
悩
み
、
少
子

高
齢
化
進
行
に
よ
る
扶
助
費

の
増
加
等
に
よ
り
、
行
政
改

革
で
掲
げ
る
平
成
十
五
年
度

ま
で
の
経
常
収
支
比
率
八
〇

％
未
満
は
難
し
い
が
、
行
政

が
取
り
組
む
べ
き
多
く
の
課

題
は
、
お
お
む
ね
達
成
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

本
市
の
財
政
力
指
数

の
過
去
三
か
年
の
平
均
値
は

年
々
低
下
し
て
い
る
が
、
こ

の
数
値
を
ど
う
と
ら
え
て
い

る
の
か
。

総
務
部
長

財
政
力
指
数
は
、

単
年
度
で
見
る
と
平
成
十
三

年
度
は
一
・
〇
〇
八
で
、
十

二
年
度
の
〇
・
九
八
九
、
十

一
年
度
の
一
・
〇
〇
〇
を
上

回
っ
て
い
る
。
若
干
改
善
さ

れ
て
は
い
る
が
、
十
三
年
度

は
国
の
地
方
交
付
税
制
度
の

変
更
、
基
準
財
政
需
要
額
の

算
定
項
目
の
削
減
等
に
よ
り

上
回
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
成
十
三
年
度
決
算

か
ら
作
成
し
た
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
は
、
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

総
務
部
長

行
政
コ
ス
ト
計

算
書
作
成
に
よ
り
性
質
別
経

費
の
状
況
が
把
握
で
き
る
た

め
、
年
度
間
の
比
較
や
他
自

治
体
と
の
比
較
が
可
能
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
比
較
と
分
析

を
行
い
、
今
後
の
財
政
運
営

に
資
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
税
収
納
率
は
三
年

連
続
し
て
低
下
し
、
平
成
十

三
年
度
は
九
三
・
六
八
％
で

あ
っ
た
。
収
納
率
の
向
上
に

向
け
て
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

総
務
部
長

文
書
催
告
や
訪

問
折
衝
と
い
っ
た
納
税
へ
の

働
き
か
け
を
続
け
る
ほ
か
に
、

場
合
に
よ
っ
て
は
財
産
の
差

し
押
さ
え
や
公
売
等
の
滞
納

処
分
を
強
化
し
て
い
る
。
平

成
十
四
年
度
は
県
税
事
務
所

と
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
、

経
験
豊
か
な
職
員
か
ら
指
導

を
受
け
、
よ
り
充
実
し
た
体

制
で
対
応
し
て
い
る
。

議
員

平
成
十
三
年
度
末
に

制
度
化
さ
れ
た
ミ
ニ
公
募
債

発
行
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

総
務
部
長

ミ
ニ
公
募
債
は

短
い
償
還
年
限
で
購
入
限
度

額
が
設
定
さ
れ
、
個
人
投
資

家
向
け
と
い
え
る
。
こ
の
た

め
、
地
方
分
権
と
住
民
自
治

の
推
進
、
住
民
の
行
政
へ
の

参
加
意
識
の
高
揚
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
と
、
事
務
量
、
経
費

の
増
が
見
込
ま
れ
効
率
的
な

行
政
運
営
が
難
し
い
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
本
市

で
の
ミ
ニ
公
募
債
の
発
行
は
、

住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
を
踏
ま
え
、対
象
事
業
、

景
気
の
動
向
等
を
含
め
、
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

議
員

平
成
十
三
年
度
の
病

院
事
業
決
算
で
は
、
人
件
費

比
率
が
五
〇
％
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
に
比
べ
上
昇
し

て
い
る
。
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

病
院
事
務
局
長

人
件
費
の

決
算
額
自
体
は
前
年
度
比
で

ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
医
業
収

益
の
減
少
で
比
率
が
上
昇
し

た
。
今
後
も
業
務
の
効
率
化

を
図
る
等
の
経
営
努
力
を
し
、

人
件
費
の
増
加
を
招
か
ず
に

医
業
収
益
の
確
保
に
努
め
、

適
正
な
人
件
費
比
率
を
維
持

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
成
十
三
年
度
決
算

統
計
に
よ
れ
ば
、
医
師
一
人

一
日
当
た
り
の
患
者
数
は
一

九
・
二
人
で
、
近
隣
の
公
立

病
院
に
比
べ
低
い
。
こ
れ
は

構
造
的
シ
ス
テ
ム
の
問
題
が

原
因
な
の
か
。
稼
働
病
床
率

の
低
下
と
併
せ
、
ど
う
分
析

し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

病
院
事
務
局
長

構
造
的
シ

ス
テ
ム
の
問
題
と
は
考
え
て

い
な
い
。
今
後
も
周
辺
開
業

医
へ
の
開
放
病
床
導
入
等
の

病
診
連
携
や
患
者
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
り
、
患
者
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

多
額
な
不
納
欠
損
処

分
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

地
方
自
治

法
に
よ
り
、
診
療
費
の
一
部

負
担
金
で
徴
収
で
き
ず
に
五

年
が
経
過
し
た
も
の
を
不
納

欠
損
処
分
し
て
い
る
。
未
収

金
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
支
払
計
画
の
相
談
等
を

実
施
し
て
い
る
が
、
分
納
で

も
支
払
い
い
た
だ
け
な
い
場

合
、
電
話
や
文
書
、
個
別
訪

問
な
ど
で
定
期
的
に
督
促
を

行
い
、徴
収
に
努
め
て
い
る
。

議
員

平
成
十
三
年
度
ま
で

の
累
積
赤
字
は
四
億
九
五
二

五
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

平
成
十
四

年
度
か
ら
三
か
年
で
第
二
次

平
塚
市
民
病
院
経
営
改
善
策

を
実
施
す
る
。こ
れ
は
入
院
・

外
来
収
益
な
ど
の
収
益
増
収

対
策
、
委
託
契
約
見
直
し
な

ど
に
よ
る
費
用
節
減
対
策
、

院
内
環
境
の
整
備
お
よ
び
職

員
の
意
識
改
革
な
ど
に
よ
る

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
体

質
強
化
、
職
員
提
案
制
度
の

活
用
な
ど
経
営
改
善
に
向
け

た
職
員
の
経
営
意
識
の
改
革

の
四
項
目
を
柱
と
し
て
い
る
。

議
員

電
子
カ
ル
テ
の
導
入

に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
共
有
と

標
準
化
を
図
っ
て
、
質
の
高

い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
し

て
い
る
例
が
あ
る
。
導
入
に

つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長

す
で
に
オ

ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
の
効
率
化
を
推
進
し

て
お
り
、
医
療
情
報
を
総
合

的
に
管
理
で
き
る
電
子
カ
ル

テ
の
導
入
は
次
の
目
標
で
あ

る
。
多
額
な
経
費
な
ど
の
克

服
す
べ
き
多
く
の
問
題
が
あ

る
の
で
、
導
入
の
た
め
の
調

査
や
研
究
の
組
織
を
設
置
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
な
る
車
椅
子
ト
イ
レ
の

増
設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

病
院
事
務
局
長

現
在
、
車

椅
子
ト
イ
レ
は
病
棟
の
各
階

に
あ
り
、
病
院
全
体
で
は
一

六
か
所
に
配
置
し
て
い
る
。

今
年
度
は
脳
神
経
外
科
病
棟

の
ト
イ
レ
を
車
椅
子
用
に
変

更
す
る
改
修
工
事
を
予
定

し
、
今
後
も
可
能
で
あ
れ
ば

増
設
を
検
討
し
た
い
。

議
員

新
し
い
医
療
の
流
れ

で
あ
る
女
性
専
門
外
来
の
開

設
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

運
営
体
制

や
施
設
面
の
整
備
と
い
う
課

題
も
あ
る
が
、
患
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
う
医
療
を
目
指
す
た

め
に
も
、今
後
検
討
し
た
い
。

財財政政状状況況厳厳ししいい中中、、市市債債残残高高のの減減少少にに努努力力

ミ
ニ
公
募
債
発
行
は
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件 名

決算の認定について〔平成１３年度平塚市一
般会計・特別会計決算〕
決算の認定について〔平成１３年度中地区農
業共済事務組合決算〕
決算の認定について〔平成１３年度平塚市病
院事業決算〕
継続費の精算報告について
専決処分の報告について
株式会社神奈川食肉センターの経営状況に
ついて
平塚市市民活動推進条例
老人の医療費の助成に関する条例の一部を
改正する条例
平塚市国民健康保険条例の一部を改正する
条例
平塚市病院事業の設置等に関する条例の一
部を改正する条例
平塚市公共下水道使用料条例の一部を改正
する条例
工事請負契約の締結について〔相模川馬入
堤内地整備工事（多目的アリーナ・建築）〕
工事請負契約の締結について〔相模川馬入
堤内地整備工事（多目的アリーナ・空調）〕
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報告第１１号
〃 第１２号
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〃 第５０号
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工事請負契約の締結について〔相模川馬入
堤内地整備工事（多目的アリーナ・電気）〕
工事請負契約の締結について〔相模川馬入
堤内地整備工事（多目的アリーナ・衛生）〕
平塚市と神奈川県との間における下水道使
用料の徴収事務の事務委託に関する協議に
ついて
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
鎌倉市の平塚競輪撤退に関する調停申立て
について
和解契約の締結について
平成１４年度平塚市一般会計補正予算
平成１４年度平塚市競輪事業特別会計補正予
算
平成１４年度平塚市下水道事業特別会計補正
予算
平成１４年度平塚市老人保健医療事業特別会
計補正予算
平成１４年度平塚市病院事業会計補正予算
平塚市議会議員定数条例
民事法律扶助事業に対する財政措置の充実
に関する意見書
教育委員会委員の任命について

番 号

議案第５６号

〃 第５７号

〃 第５８号

〃 第５９号
〃 第６０号
〃 第６１号

〃 第６２号
〃 第６３号
〃 第６４号

〃 第６５号

〃 第６６号

〃 第６７号
会議案第１０号
〃 第１１号

議案第６８号

低下続く市税収納率に対応策尋ねる

平成１３年１２月に完成した港小学校体育館

平成１３年度決算
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ど
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